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論文内容の要 1:::. 
a 

生体の 2 大調節機構，即ち自律神経系と内分泌系とは，視床下部において互いに密接に連絡してい

る D 従って視床下部は最高の自律中枢であると共に，内分泌の中枢調節機構の中でも最も重要な位地

を占めている o 視床下部の電気刺激による内分泌臓器の変化については，従来多くの研究があり，吾

々の教室においても， b 交感帯の刺激が下垂体前葉ホノレモンの放出に， c 副交感帯の刺激がその抑制

に働くことを明らかにして来た。 しかし乍ら従来の研究の大茸分は， 名前葉ホ Jレモンの分泌に関与

する視床下部神経核(群)の解明を主目的としたため，脳髄に加える電気刺激は，いずれもごく短時間

の，一過性のものであった。

けれども或る環境のもとでは，特定の刺激が非常に長期間，生体に作用する場合が少なからず存在

すると考えられ，乙のような条件下における祝床下部下垂体系の変動を究明することは，極めて重要

である。私は乙の問題を解明するため，埋没電極法を用いて以下の慢性実験を行なった。

〈方法ならびに成績〕

実験には体重2.5kg 前後の成熟雄性カイウサギ98羽を用いた。ネンブターノレ麻酔下に動物の頭皮を

剥離し，祝床下部の b 交感帯もしくは c 副交感帯に双極電極を刺入し，歯科用セメントで頭蓋に固定

した口電気刺激は 2Vの蓄電池に接続した PORTER 型感応コイルで行ない (コイル間距離は10--

12cm) , 5 分間隔・ 20秒間の通電を毎日 20回宛繰返した。第20 日目の最後の刺激が終って 4--5 時間

後に BOUIN 氏液で動物の生体同定を行ない，各内分泌臓器の重量を測定した後， パラフィン切片

を作って組織学的検索を行なったD 他方，脳髄は連続切片により電極刺入部位を確認した口対照とし

ては正常健康カイウサギの他， sham operation を施したものも採用したが， この両者には内分泌臓

器の所見に有意の差が認められなかった。なおこれらの実験は毎年冬季に行なわれたq

~ 112-. 



(1) 下垂体前葉の変化:交感帯刺激群では下垂体重遣が減少し，前葉細胞には萎縮に陥ったものが

数多く認められた。乙れに反し副交感帯刺激群では下垂体重量の増加する例が多かったが，前葉細胞

は対照と著変がなかった。

(2) 下垂体後葉の変化:神経分泌物質は交感帯刺激群では減少し，副交感帯刺激群ではやや増加す

る傾向があった口

(3) 祝床下部神経分泌核の変化:視東上核，室芳核の神経分泌物質は交感帯刺激群では減少し， ffilJ 

交感帯刺激群ではいくらか増加した。漏斗部における所見も同様である。

(4) 甲状腺の変化:交感帯刺激群では甲状腺小胞内にコロイドが充満し，上皮細胞が屑平化した。

副交感帯刺激群では小胞腔内に空胞の認められる例が多かった。

(5) 副腎皮質の変化:交感帯刺激群では副腎重量の減少する例が多く，組織学的には皮質束状帯の

萎縮が著明であった。副交感帯刺激群では重量の増加と束状帯の肥厚が認められた口

(6) 精巣の変化:交感帯刺激群では精巣重量の減少する例が多く，組織学的には精細管の萎縮が認

められた。また精巣上体管は狭小となり，精子を欠く例が多かった。副交感帯刺激群では精巣重量の

増加と，旺盛な精子形成像が認められ，拡大した精巣上体管中には精子の充満した例が多かった。

(7) 胸腺の変化:交感帯刺激群では胸腺重量は対照よりやや減少した。副交感帯刺激群では，著明

な退縮に陥ったものが認められたが，その場合には副腎の肥大が特徴的であった。

〔総括〕

(1) 視床下部の b 交感帯を20 日聞にわたって刺激した結果，下垂体前葉が萎縮し，甲状腺，副腎皮

質，精巣は何れも機能の低下像を示した。神経分泌核や下垂体後葉の神経分泌物質は減少した。

(2) C 副交感帯の慢性刺激では，乙れに反して，下垂体前葉をはじめ，その標的器官に機能の充進

像が認められた。神経分泌物質はむしろ増加する傾向があった。また屡々胸腺の著明な退縮像が観察

された口

(3) 急性実験の結果では，交感帯の刺激により下垂体前葉ホ lレモンが放出され，副交感帯の刺激に

よってそれが抑制されるので，交感帯慢性刺激で見られた下垂体前葉とその標的器官の機能の低下

は，視床下部が門肱血管中に過度に neurohormone (前葉ホノレモン分泌因子) を放出して疲労に陥

った結果であると考えられ，副交感帯慢性刺激で見られた乙れらの臓器の機能充進は， neurohormone 

の過剰蓄積によるものと考えられる。

論文の審査結果の要旨

本論文は，交感帯の慢性刺激により視床下部下垂体系が疲労し，副交感帯の慢性刺激によりその機

能が充進することを明らかにしたものである。この成績は，交感もしくは副交感神経系の緊張状態が

極度に長く持続した場合，内分泌機能がどのように変化するかを示唆するものであり，基礎および臨

床医学の分野に寄与する所が大きい。
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